
令和８年２月草津市議会定例会 「会派代表質問」項目一覧表

日 程 発言順位
議席

番号
議員氏名（会派名） ページ

３月９日（月曜日）

１ １番
福田 茂雄 議員

（輝勢会）
１～２

２ １９番
瀬川 裕海 議員

（草政会）
３

３ ５番
田中 詩織 議員

（みらいと維新の風）
４

４ １２番
先成 俊士 議員

（市民派クラブ）
５

５ ２２番
西村 隆行 議員

（公明党）
６

６ １５番
藤井 三恵子 議員

（日本共産党草津市会議員団）
６



質問日令和８年３月９日（月）質問者６名

質問時間は答弁時間を含めず、（基礎時間２０分＋会派構成議員数×５分）であり、

会派ごとの上限は６０分間です。質問方法は、一括質問一括答弁方式で行います。
発言順位 議員名（持ち時間） 会派名 発言事項

1 福田　茂雄 輝勢会 ○令和8年度当初予算
（６０分） ・今回の予算編成の特徴について

・歳入について
・持続可能な財政運営について
○安全・安心のまちづくり
・地域格差を防ぐ仕組みについて
・避難所運営マニュアルについて
・福祉避難所について
・東西分断リスクの評価と避難経路シミュレーションについて
・地区完結型の防災力について
・管理者不明橋の取り扱いについて
・浸水に対する未然防止策について
・防災庁の位置づけ等について
・自転車の安全利用促進について
・道路環境整備について
・動線分離の現状認識について
・学区単位の安全対策計画について
・交通安全の指導強化について
・運転手不足の実態と今後の見通しについて
・AIを活用したデマンド交通について
・次世代交通の可能性について
・既存公共交通との共存について
・高齢者・交通弱者対策について
・財源確保と持続可能性について
・公共施設整備と財政への影響について
・公共施設の最適化と市民サービスの確保について
○生活支援・福祉・教育・人権施策
・健康診断受診率について
・今後の取り組み状況と啓発方針について
・介護人材の確保等について
・高齢者・障害者支援と介護サービスの質向上について
・マイナンバー保険証の活用とスマートシティー推進について
・物価高騰対策について
・基金活用について
・こども・教育施策について
・スクールESDについて
・STEAM教育について
・「午前5時間制」制度設計等ほかについて
・「午前5時間制」教職員の働き方改革について
・「午前5時間制」午後の学びタイムについて
・「午前5時間制」安全確保について
・夏場の登下校の安全確保について
・市立プールの活用について
・保育士の育成に向けた取り組みについて
・保育士・保育場所の確保について
・平和条例の制定について
・現行の人権条例の見直しについて
・町内学習懇談会の取り組みについて
・人権啓発イベントについて

令和８年２月定例会会派代表質問【質問者および質問項目】
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発言順位 議員名（持ち時間） 会派名 発言事項

○農業振興・産業振興・地域経済の活性化
・農業振興計画の進捗について
・スマート農業の導入・普及について
・地区指定の企業誘致について
・次世代の雇用創出・税収確保について
・企業立地・産業集積について
・市内中小企業の人材確保
・人材育成・業務効率化支援について
○未来戦略の推進
・DX推進と業務改革について
・DX推進と職員改革について
・高齢者デジタルデバイド対策について
・行政DXを地域DXに広げる視点について
・AI活用について
・行政職員のメンタルヘルス対策について
・開庁時間の見直しと働き方改革について
・「誰も取り残さない」仕組みについて
・省エネの意識向上と行動変容について
・明確なロードマップと施策について
・自然環境保全について
・指定ごみ袋制度改正後の評価について
・ごみ減量化やリサイクル推進について
・分別徹底や不法投棄防止対策について
・環境文化の醸成について
○歴史文化の継承、スポーツ魅力の向上
・歴史資料館の魅力向上について
・国スポ・障スポで生まれたレガシーについて
・スポーツ機運の今後の展開について
・公共体育施設の利用状況について
・新たな施設整備と機能拡充について
・新たなスポーツ環境の方向性について
・子ども世代のスポーツ環境について
○総合的なまちづくり
・協働のまちづくりについて
・町内会の存続と活性化について
・協同労働推進事業について
・姉妹都市・友好都市交流の今後のあり方について
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発言順位 議員名（持ち時間） 会派名 発言事項

2 瀬川　裕海 草政会 ○令和8年度予算編成の考え方について
（４０分） ・令和8年度予算編成の考え方の全職員への周知徹底について

・市の考える市政運営と自治体経営の違いについて
・補正予算の考え方について
・未来を担うこども育成プロジェクトの継続性について
・高齢者への対応について
○働き方改革について
・職員の仕事に対するモチベーションを上げる対策について
・職員増員の配置に対する所見と対応について
・窓口受付時間の短縮の効果と課題について
○危機管理について
・災害時における備蓄品・人員体制について
・市民の防災意識について
・職員の防災訓練について
・危機管理センターの活用内容と今後の展望について
・機能別消防団員制度の現況と今後の見通し、課題点について
○地域コミュニティーについて
・地域コミュニティーの課題と解決策について
○ケアラー条例制定について
・ケアラー条例制定について
○学校給食無償化について
・給食内容の質的向上について
・基準額の対応について
○わたＳHＩＧＡ輝く国スポ・障スポについて
・大会の総括と今後の対応について
・社会体育施設の利活用について
・持続可能な運営体制について
・大規模大会を生かした地域の活性化について
○経済の活性化と農業振興について
・地域経済の発展について
・農業振興の考え方について
・道の駅草津のリノベーションについて
・産業振興と農業振興のバランスについて
○都市形成について
・市全体の地域の活性化について
・交通渋滞解消について
・道路の維持管理・整備について
・河川の整備・管理について
・河川清掃について
○上下水道管管理について
・上下水道の管路の点検について
・今後の漏水対応について
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発言順位 議員名（持ち時間） 会派名 発言事項

3 田中　詩織 みらいと ○未来へつなぐ財政運営について
（４０分） 維新の風 ・令和8年度予算の特徴と評価について

・将来世代へつなぐ持続可能な財政運営の考え方について
・リーディングプロジェクトの戦略的位置づけについて
・基金の運用方針と戦略的活用について
・限られた予算内での事業の選択と集中について
○都市をつなぎ価値を高める視点について
・成長局面にある都市デザインの全体像について
・拠点間をつなぐ交通の在り方について
・市民・民間の活力を都市戦略にどう活かすのか
・未利用地・公有地の運用戦略について
○組織をつなぐ横断連携の実効性について
・横断体制の実効性と制度的担保について
・DXによる部局横断連携の実効性確保について
○人をつなぎ組織の力を最大化する運営について
・人員・人件費増の目的と到達点について
・挑戦を促す人材育成および評価制度の在り方について
・多様な人材が能力を発揮できる職場環境づくりについて
○未来へつなぐこども・若者政策について
・こども政策の都市戦略上の位置づけについて
・切れ目のない子育て支援の実効性について
・こども・若者育成支援の推進体制について
・共同親権制度導入を見据えた養育支援体制について
・インクルーシブな環境整備について
○草津の未来へつなげる教育について
・主体性と多様性を育む教育の在り方について
・教職員が力を発揮できる教育環境の整備について
・理念を支える手段としての教育DXについて
・草津の未来を形づくる教育の使命について

4



発言順位 議員名（持ち時間） 会派名 発言事項

4 先成　俊士 市民派 ○18年間の市政運営と人口構造の持続可能性
（３５分） クラブ ・単身世帯比率は直近10年でどの程度上昇しているのか。

・将来的な高齢単身世帯数の推計は何世帯か。
・介護需要や地域福祉負担はどの程度増加すると見込んでいるのか。
・人口関連KPIの達成率は何％か。
・若年層定着率は改善したのか。
・18年間の人口構造の変化をどのように総括しているのか。
・今後の人口推計数値をもとに「継続」から「転換」が必要ではないのか。
・人口成熟社会への移行を見据えた都市モデル転換について。
○若者定着政策と所得構造の実態
・草津市の20代・30代の社会増減は過去10年でどう推移しているか。
・若者の転出理由のトップは何か。県外流出率は上昇していないか。
・平均所得の推移、住宅価格対所得倍率、持ち家取得年齢の変化など、
経済面の指標をどのように分析しているのか。
・単なる人口増ではなく、所得水準向上を伴う都市成長を描いているの
か。
○過去最大税収と財政持続性の検証
・将来世代への負担水準をどの数値で管理しているのか。
・基金積立目標、市債発行基準、実質公債費比率の上限目標について具
体的管理方針があるのか。
・景気好調時に構造改革を行う覚悟があるのか。
○DX推進と行政改革の実効性
・5年後、草津市役所はどのような組織に進化していると構想しているの
か。
・ＤＸ推進に伴う個人情報保護とセキュリティ対策の強化は十分か。
・ＡＩ判断の透明性と説明責任をどう担保しているのか。
・行政が自動化を進める中で、人間の判断責任をどのように位置付けてい
るのか。
○Well-Beingと政策評価の実質化
・Well-Beingを単なる理念にとどめず、政策評価の軸として制度化する考
えはあるのか。
・第6次総合計画の評価指標に幸福度関連指標をどのように組み込んで
いるのか。
○地域共生社会と行政責任の再定義
・地域共生社会における行政の責任範囲をどこまでと定義しているのか。
・市民負担をどの水準まで想定しているのか。
・財政的・人的支援をどのように担保しているのか。
○都市構造改革と投資の費用対効果
・駅前再編やMICE投資が、市民の日常生活にどのような具体的効果をも
たらすのか。
・都市構造改革を生活動線改善の観点でどのように設計しているのか。
○将来世代への責任と公共施設マネジメントの戦略
・今後20年間の公共施設更新費の総額推計はいくらか。
・その財源構成はどうなっているのか。
・PFI・PPPの具体的導入計画は何か。
・防災投資との優先順位をどのような基準で決定しているのか。
・将来世代にどのような都市基盤を残す覚悟を持っているのか。
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発言順
位 議員名（持ち時間） 会派名 発言事項

5 西村　隆行 公明党 ○令和8年度予算編成方針
（３０分） ・SDGｓの視点を踏まえた取り組みの予算への反映を伺う

・健幸都市の実現につながる予算とされたのか伺う
・より積極的かつ実効性のある脱炭素の事業実施を見据えた予算案に
なっているか伺う
・まち・ひと・しごと創生の視点から、総合的かつ戦略的な事業展開を図ら
れたことが予算案に反映されているのか伺う
・物価高騰等の影響を踏まえた予算見積りを伺う
・働き方改革の推進としての予算案を伺う
・分権型予算制度の推進としての予算案を伺う
・新規歳入確保の推進としての歳入予算を案を伺う
○わたSHIGA輝く国スポ・障スポ
・スポーツで草津を元気にする大会としての成果と反省を伺う
・すべての人がともに支え合い、協働でつくる大会としての成果と反省を伺
う
・草津の魅力を再発見し、まちの活性化につなげる大会としての成果と反
省を伺う
・草津の子が、育ち、活躍する大会としての成果と反省を伺う
・草津の未来に負担を残さない大会としての成果と反省を伺う
・草津市としてスポーツをみんなで支え、盛り上げる気運をどのように継承
され、定着されていかれるのか伺う
・草津市の職員の皆さんの市民の皆様との貴重な体験をどのように継承
されていかれるのか伺う
○運転免許証自主返納高齢者支援制度
・橋川市長の運転免許証自主返納高齢者支援制度推進の考えを伺う
〇自転車への青切符の導入
・さらなる市民の皆様への啓発はどのように展開されていかれるか伺う
・草津市内における自転車の安心・安全への、特にハード整備への決意を
伺う

6 藤井　三恵子 日本共産党 ○総選挙への受けとめと新年度予算に向けた強化点について
（３０分） 草津市会議員団 ・選挙制度と今回の総選挙の結果についての市長の見解

・新年度予算の編成にあたっての強化点
○施政方針内容から市長の姿勢を問う
●消費税減税について
●軍事拡大予算について
●子育て応援の政治実現を
●経済支援対策について
・最高裁判決をふまえた保護費の追加給付等について
○医療・福祉施策の推進
・国の病床削減による湖南医療圏域への影響と支援について
・後期高齢者医療制度の改善について
・国民健康保険制度の県下統一保険料の見直しについて
・介護の充実について
○農業振興対策
●気候危機対策
・環境保全型農業直接支払制度の拡充など
○教育行政について
・学校給食の無償化について
・午前5時間制の取組について
・水泳授業について
・人権教育について
○公共交通の充実
・コミュニティーバスの充実
・県の交通税に対する見解
○ジェンダー平等社会の構築に向けた取組
・男女共同参画社会の推進と女性の地位向上における施策の推進につい
て
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